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 本発表では、放射性がれきを対象とした 126Sn の分析について、ICP-MS/MS を用いた方法の適用性を安定

同位体を用いて検討した結果を報告する。 
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1. 緒言 126Sn (半減期: 約 21 万年)は、β 線放出核種であり長半減期であることから、放射能測定による低い

濃度レベルでの定量では煩雑な前処理と長時間の測定を要する。近年開発されたトリプル四重極誘導結合プ

ラズマ質量分析装置(以下、ICP-MS/MS)は、同重体や多原子イオンの影響を効果的に除去でき、簡易な前処理

と短時間測定で高感度の分析が可能である。本研究では、ICP-MS/MS による 126Sn 測定条件の最適化を行い、

妨害核種の 126Te 等によるスペクトル干渉の影響を評価することで、福島第一原子力発電所から発生する放射

性がれきを対象とした 126Sn 分析に対する ICP-MS/MS の適用性を検討した。 

2. 実験 使用した装置は Agilent technologies 社製の ICP-MS/MS (Agilent 8900)である。検討には Sn の安定同

位体標準を使用し、118Sn (存在比: 24.22%)と 125Te (7.07%)、126Te (18.84%)における各種リアクションガスとの

反応挙動を確認した。また、126Sn の感度は、116、117、118、119、120、122、124 の質量数における Sn の感

度から最小二乗法により求めた[1]。 

3. 結果と考察 

3-1. リアクションガスの最適化 リアクションガス

として、アンモニア、酸素、一酸化二窒素、アンモニ

ア/水素混合を検討した結果、表 1 の測定条件にて、

同重体である 126Te を効果的に分離できることが分

かった。また、当該条件における 126Sn の装置検出下限は 0.11 

pg/mL と評価された。 

3-2. スペクトル干渉 干渉イオンには、①多原子イオン

(124Sn1H2
+, 114Sn12C+, 110Pd16O+, 112Cd14N+, 114Cd12C+, 110Cd16O+, 

86Sr40Ar+, 88Sr38Ar+, 90Zr36Ar+, 94Zr16O2
+, 89Y37Cl+, 109Ag(16O1H)+)と②

同重体イオン(126Te+, 126Xe+)がある。多原子イオンによる干渉は、

金属元素が 100 ng/mL の条件でバックグラウンドに影響を与え

ないことが分かり、Ar ガス由来の 126Xe による干渉も同様であ

る。また、図 1 は Te 濃度を変えたときの 126Sn における干渉の

影響を示したものである。測定試料中の Te 濃度が数 ng/mL 程度であれば、1 pg/mL (0.5 mBq/mL)レベルの

126Snの測定に影響を与えないことが分かり、本測定条件における 126Te/118Snの感度の比は 8.3×10-4であった。 

参考文献 [1] C. Gautier et al., MARC X, 2015. 
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表 1.  126Sn の最適化した測定条件 

図 1. 126Sn測定における Teの干渉除去 
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